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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
公
安
特
捜
班
シ
リ
ー
ズ
・
特
別
編
第
３
弾

　
特
捜
班
が
指
名
手
配
犯
の
捜
査
を
ま
と
め
た
話
を
特
別
編
の
第
３
弾
に
登
場
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第
１
章
　
強
姦
事
件
　（
熱
海
）

　　
年
々
多
様
化
す
る
鉄
道
犯
罪
捜
査
は
、
私
服
鉄
道
公
安
隊
が
取
り
組
み
ま
す
。

　
ス
リ
、
強
盗
、
暴
力
、
痴
漢
、
あ
る
い
は
列
車
で
逃
げ
よ
う
と
す
る
も
の
、
そ

れ
が
我
々
の
仕
事
だ
。

　
こ
の
日
、
公
安
特
捜
班
の
捜
査
主
任
南
　
達
仁
は
高
山
と
水
野
と
小
海
と
と
も

に
、
事
件
の
捜
査
を
し
て
い
た
。

　
６
月
１
７
日
　
東
京
中
央
鉄
道
公
安
室
・
公
安
特
捜
班

「
こ
の
男
で
す
か
。」

「
そ
う
だ
、
名
前
は
こ
の
男
だ
。」

「「
桑
田
涼
介
、
３
５
歳
。」

「
こ
の
人
は
確
か
。」

「
あ
あ
、
今
、
茨
城
県
警
か
ら
手
配
中
の
男
だ
。」

「
え
ー
と
、
先
月
の
２
７
日
に
若
い
女
性
を
狙
い
、
わ
い
せ
つ
行
為
や
拉
致
と
殺
人

未
遂
し
逃
走
し
た
と
思
わ
れ
る
。」

「
若
い
女
性
ば
か
り
狙
う
な
ん
て
。」

「
ど
こ
か
ら
狙
う
と
思
う
、
高
山
君
は
。」

　
と
、
小
海
は
言
う
。

「
主
任
、
恐
ら
く
犯
人
は
遠
く
へ
は
言
っ
て
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
狙
う
と
し
た

ら
。」

「
と
い
う
事
は
、
あ
そ
こ
か
。」

「
え
え
、
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。」

　
そ
し
て
、
４
人
は
各
公
安
室
に
も
協
力
し
、
犯
人
逮
捕
に
当
た
っ
た
。

「
小
海
さ
ん
、
あ
の
人
だ
。」

「
え
っ
、
似
て
る
わ
。」

　
高
山
と
小
海
は
手
配
中
の
男
を
発
見
し
た
。

「
主
任
、
こ
ち
ら
高
山
手
配
中
の
男
ら
し
き
人
物
を
発
見
、
こ
れ
に
よ
り
尾
行
し
ま

す
。」

　
と
、
高
山
は
無
線
で
南
主
任
と
連
絡
し
た
。

「
よ
し
、
そ
の
ま
ま
尾
行
し
ろ
。」

「
了
解
。」
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高
山
と
小
海
は
東
京
駅
で
特
急
「
ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
踊
り
子
」
に
乗
り
、
張
り

込
む
こ
と
に
。

「
あ
の
男
、
何
を
や
ら
か
す
の
か
。」

「
女
性
が
狙
う
の
で
し
ょ
う
か
。」

「
様
子
を
見
よ
う
。」

「
え
え
。」

　
南
主
任
と
水
野
は
東
京
駅
付
近
で
捜
査
を
し
て
い
る
と
、
高
山
と
小
海
が

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
踊
り
子
」
に
乗
る
と
こ
ろ
を
見
た
。

「
犯
人
は
、
こ
の
踊
り
子
に
乗
り
ま
し
た
。」

「
恐
ら
く
犯
人
は
熱
海
へ
逃
走
し
ま
す
。」

「
よ
し
、
私
と
水
野
も
そ
っ
ち
へ
行
く
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
と
、
高
山
と
小
海
は
尾
行
を
続
け
た
。

「
お
っ
、
熱
海
で
下
車
す
る
ぞ
。」

「
そ
の
場
で
確
保
ね
。」

「
あ
あ
。」

　
そ
し
て
、
高
山
と
小
海
は
男
を
尾
行
し
て
る
と
、
手
配
犯
は
女
性
に
近
づ
い
た
。

「
見
つ
け
た
ぞ
。」

　
と
、
手
配
犯
は
驚
き
逃
走
し
た
。

「
や
、
や
べ
ぇ
。」

「
待
ち
な
さ
い
。」

　
と
、
高
山
と
小
海
は
後
を
追
っ
た
。

　
そ
こ
へ
、
先
回
り
し
て
い
た
南
と
水
野
が
手
配
犯
に
追
い
つ
い
た
。

「
鉄
道
公
安
だ
、
観
念
し
ろ
。」

「
ち
く
し
ょ
ー
。」

　
と
、
南
は
手
配
犯
を
一
本
で
決
め
た
。

「
お
と
な
し
く
し
ろ
。」

　
と
、
高
山
は
手
配
犯
に
手
錠
を
か
け
た
。

「
く
、
く
く
く
、
く
そ
ー
っ
!
。」

「
桑
田
　
涼
介
、
殺
人
未
遂
と
強
制
わ
い
せ
つ
の
容
疑
で
お
前
を
逮
捕
す
る
!
。」

　
し
ば
ら
く
し
て
、
桑
田
を
東
京
公
安
室
に
連
行
し
た
。
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「
班
長
、
桑
田
を
連
行
し
ま
し
た
。」

　
と
、
高
山
は
言
っ
た
。

「
そ
う
か
、
ご
苦
労
さ
ん
、
よ
し
、
取
り
調
べ
は
岩
泉
と
菅
原
に
任
せ
よ
う
。」

「
お
願
い
し
ま
す
。」

　
３
日
後
、
桑
田
は
茨
城
県
警
に
引
き
渡
し
た
。
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